
（
終
了
予
定
時
間

　十
六
時
頃
）

お
は
な
し 

　清
水

　義
也

【
仕

　舞
】

敦

盛

葛

城

小

鍛

冶

古
橋

　美
香

由
田

　久
子

岡
庭

　祥
大

井
上
裕
之
真

清
水

　義
也

関
根

　知
孝

坂
井

　音
晴

地
謡

【
狂

　言
】

附

子

山
本
泰
太
郎

シ
テ
（
太
郎
冠
者
）

若
松

　
　隆

ア
ド
（
主
人
）

山
本
凛
太
郎

小
ア
ド
（
次
郎
冠
者
）

【
舞
囃
子
】

唐

船

髙
梨

　良
一

田
邊

　恭
資

小
鼓

林

　雄
一
郎

太
鼓

熊
本
俊
太
郎

笛

坂
井

　音
雅

藤
波

　重
彦

岡
庭

　祥
大

渡
邊

　洋
子

木
月

　宣
行

地
謡

〜 

休

　憩

　二
十
分 

〜

【

　能

　】

船

弁

慶

大
日
方

　寛

ワ
キ
（
武
蔵
坊
弁
慶
）

関
根

　祥
丸

前
シ
テ
（
静
御
前
）

後
シ
テ
（
知
盛
ノ
怨
霊
）

山
本

　則
重

間
（
船
頭
）

前
後
之
替

附
祝
言

古
橋

　真
司

子
方
（
源
義
経
）

亀
井

　洋
佑

大
鼓

田
邊

　恭
資

小
鼓

林

　雄
一
郎

太
鼓

熊
本
俊
太
郎

笛

由
田

　久
子

井
上
裕
之
真

坂
井

　音
晴

木
月

　宣
行

坂
井

　音
雅

藤
波

　重
彦

浅
見

　重
好

岡
庭

　祥
大

地
謡

清
水

　義
也

関
根

　知
孝

後
見
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道
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ス
カ
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リ
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ラ
イ
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県
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足
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越
谷
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●駐車場には限りがありますので、
　ご来場の際は電車・バス等の
　公共交通機関をご利用ください。
●会場内は、飲食ができません。

新
越
谷
駅

北
越
谷
駅

駐
車
場

南越谷駅
北口

西
口 「花田循環・

越谷市立図書館行」
花田苑入口下車

東
口

と
も
も
り

第
三
十
二
回

十
一
月
四
日
（
月
・
休
）

十
一
月
四
日
（
月
・
休
）

令
和
六
年

令
和
六
年

開
場 

十
二
時
三
十
分

　開
演 

十
三
時

開
場 

十
二
時
三
十
分

　開
演 

十
三
時

　家
の
主
人
か
ら
留
守
番
を
言
い
つ
か
っ
た
太
郎
冠
者
と
次
郎
冠
者
。「
あ
の
桶
に

は
附
子
と
い
う
猛
毒
が
入
っ
て
い
る
か
ら
、
絶
対
に
近
づ
く
な
」
と
念
を
押
さ
れ
ま

す
が
、
ど
う
し
て
も
気
に
な
り
ま
す
。

　二
人
は
、
慎
重
に
桶
に
近
づ
き
、
と
う
と
う
中
を
覗
い
て
し
ま
い
ま
す
。
す
る
と
、
中
身
は
附
子
で
は
な
く
、

お
い
し
そ
う
な
砂
糖
だ
っ
た
の
で
す
。
二
人
は
我
慢
で
き
ず
、
全
部
平
ら
げ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
言
い
訳

の
た
め
に
主
人
の
大
切
な
掛
け
軸
や
、
茶
椀
を
壊
し
て
、
大
声
で
泣
き
な
が
ら
主
人
を
待
ち
ま
す
。
二
人
は
、

驚
き
怒
る
主
人
に
、
わ
け
を
話
す
の
で
す
が
…
。

　源
義
経
（
子
方
）
は
平
家
討
伐
後
、
兄
・
頼
朝
と
不
仲
と
な
り
、
武
蔵
坊
弁
慶
（
ワ

キ
）
と
従
者
（
ワ
キ
ツ
レ
）
と
と
も
に
、都
を
出
て
西
国
に
落
ち
延
び
る
た
め
摂
津
国
・

大
物
の
浦
に
着
き
ま
す
。
弁
慶
は
、
こ
こ
ま
で
後
を
追
っ
て
き
た
静
御
前
（
前
シ
テ
）
に
つ
い
て
、
困
難
な
道
の

り
を
こ
れ
以
上
進
む
こ
と
は
難
し
い
の
で
都
へ
帰
す
よ
う
に
義
経
に
進
言
し
ま
す
。
静
御
前
は
、
義
経
と
の
別

れ
の
宴
で
、
一
行
の
前
途
を
祈
り
、
舞
を
舞
い
は
じ
め
ま
す
。
旅
立
っ
て
い
く
一
行
を
見
届
け
た
静
御
前
は
、
涙

な
が
ら
別
れ
を
告
げ
ま
す
。

　義
経
が
静
御
前
へ
の
未
練
か
ら
出
発
を
た
め
ら
っ
て
い
る
と
弁
慶
は
、
す
ぐ
に
船
を
出
す
よ
う
に
船
頭
に
命

じ
ま
す
。
船
が
沖
へ
と
進
む
に
つ
れ
、
天
候
は
悪
化
し
て
ゆ
き
、
波
の
上
に
、
壇
ノ
浦
で
滅
ん
だ
平
家
一
門
の
亡

霊
が
現
れ
ま
す
。
な
か
で
も
総
大
将
で
あ
っ
た
平
知
盛
の
怨
霊
（
後
シ
テ
）
は
、
是
が
非
で
も
義
経
を
海
底
に

沈
め
よ
う
と
、
薙
刀
を
振
り
か
ざ
し
て
襲
い
か
か
り
ま
す
。
義
経
は
、
刀
を
抜
き
応
戦
し
、
弁
慶
は
、
数
珠
を

揉
ん
で
経
文
を
唱
え
ま
す
。
こ
う
し
て
祈
り
続
け
る
と
、
つ
い
に
知
盛
の
怨
霊
は
流
れ
去
り
、
あ
と
に
は
た
だ

白
波
が
残
る
だ
け
で
し
た
。

ふ
な
べ
ん
け
い

能
「
船
弁
慶
」

ぶ 

す

狂
言
「
附
子
」

演
目
紹
介

大
鼓

亀
井

　洋
佑

ク
セ

キ
リ

キ
リ


